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サステナブルな社会実現へ向けて

社会に関する取り組み

人的資本
企業理念「人を大切に、技を大切に」が表すように、当社にとって「人」は日本化学らしいサステナビリティ経営を遂行し、発展

させていくために大切な「財産」と認識しており、それを担うことができる多くの人材を育成していくことが重要と考えております。

そのために、中期経営計画（2024-2026）に掲げる方針「成長戦略の推進と新たな価値の創造」に基づき、「事業拡大と体質

強化」、「グローバル化の推進」、「新たな価値の創造」の３つの重点施策を実行できる人材の育成を目指し、人材戦略として３つ

の方針「多様な人材の確保」、「人材の育成」、「職場環境の整備」を掲げました。また、個の育成にとどまらず、組織全体を育成する

という当社独自の考えの下で、会社全体をレベルアップさせ、サステナブルな企業体質を築いていきたいと考えております。

ガバナンス

戦略

人材戦略に関しては、取締役会で決定した経営戦略を経て、経営トップである代表取締役社長をはじめとする執行役員

で構成された経営会議にて、具体的な課題や施策（重要な組織の新設と改編、人事制度の改革等）に関する検討と決裁、

進捗状況の確認を実施しております。

また、定期的に経営会議から取締役会に報告し、取締役会は報告を受けた内容に関してモニタリングし、監督しております。

組織の発展につながる人材の拡充を

実現するためには、様々な能力を持つ人材

の確保と社員一人ひとりの成長が重要です。

社員の自律的なキャリア形成を後押しする

体系的な教育体制を整えております。

また、社員の自発的行動を促し、組織全体

を育成するという当社独自の観点からコー

チング・プログラムを展開しております。

さらに、多様な働き方やワークライフ

バランスを重視した職場環境の整備を進める

とともに、健康経営や労働安全衛生の推進

にも取り組んでまいります。

❶ 多様な人材の確保
変化の激しい事業環境に対応していくためには、多様な視点や経験を活かすことが必要です。≪女性活躍推進≫

≪キャリア採用推進≫≪外国人採用推進≫を実施し、サステナブルな企業体質を目指します。

≪女性活躍推進≫

女性活躍推進においては、女性が仕事と生活を両立しながら活躍することを推進しており、女性活躍機会の拡大は、

今後の当社の成長戦略には欠かせません。しかし、当社人事制度における総合職および管理職に占める女性社員の比率

は2025年3月末9.9％で、依然少ない状況であり、女性社員を増やしていくこと、並びに女性社員の育児離職を防ぐこと

が重要な課題であると認識しております。女性管理職比率の向上を目指し、新卒採用（大卒以上）の女性比率を2026年

度の目標として30％以上とする取組みを推進しております。

❷ 人材の育成
社員教育は、会社の成長を支える大切な要素のひとつです。「成長戦略の推進と新たな価値の創造」の実現に向けて、

社員一人ひとりが最新の知識やスキルを身につけ、業務遂行上必要な知識・技術・技能を修得し、能力向上を図るため

≪体系的教育制度≫を設けております。また、「未来に続く日本化学」の実現に向け「何が必要で、それはどうしたらでき

るのか」を一人ひとりが考えて動くことのできる組織づくりを目指すため、≪コーチング・プログラム≫を実施し、社員の

自発的行動を促進してまいります。

≪体系的教育制度≫

日常の業務活動を通じて、それぞれに必要な知識・技術・技能の向上を図る職場内教育（OJT）に加え、新入社員から

幹部職までの階層別研修や、職層にかかわらず業務を遂行するうえで必要となるスキルアップ・プログラムやグローバル

人材育成プログラム等に注力し、教育機会の拡充を図っております。当社は、以下に掲げる「教育基本方針」のもと、下記

の「教育体系図」・「階層別教育体系図」に示す通り、教育の機会を提供しております。また、個人の育成では、多様な教育・

研修の場を提供しているほか、化学系資格取得支援として公害防止管理者や危険物取扱責任者等の資格取得について

積極的にサポートしております。その結果、化学系資格取得者の割合は徐々に増加しております。さらに、グローバル人材

の育成としてオンライン語学研修制度や海外トレイニー制度を導入しております。管理職上級者に対しては、次世代の経営

人材育成のため教育制度の充実化を図ってまいります。

≪キャリア採用推進≫

多様な価値観や高度な専門性を持った即戦力となる人材を確保するため、キャリア採用を積極的に実施しております。

採用者全体（大卒以上）に占めるキャリア採用の割合を2026年度の目標として20％以上とする取り組みを推進しております。

≪外国人採用推進≫

外国人の雇用については海外子会社を中心に採用をより一層進めます。

職場内教育 OJT

階層別教育

職能別教育

特殊教育

語学教育

通信教育・外部講習・勉強会

公的資格奨励

職場外教育

自己啓発

経営幹部教育

管理者教育

監督者教育

一般社員教育

新人社員教育

国内留学

海外留学

▪教育体系図

当社の教育基本方針
⃝教育は、会社の方針に沿って、計画的・組織的かつ継続的に行う。
⃝能力育成は、社員各自が向上意欲に燃え、自己啓発に努めることによって、その成果が期待されるものであり、会社は機会を捉えて

必要な施設および援助を行う。
⃝指導的立場にある者は、能力育成の環境を醸成するとともに、常に率先垂範して自己啓発に努めなければならない。

人材戦略 経営戦略

方針 主要な施策

≪中計方針≫
成長戦略の推進と
新たな価値の創造

方針 1
多様な人材

の確保

❶女性活躍推進
⃝女性総合職の積極採用

❷キャリア採用推進
⃝専門性の高い即戦力の採用

❸外国人採用推進
⃝海外子会社における外国人採用推進

方針 2
人材

の育成

❶体系的教育制度
⃝各種階層別研修
⃝オンライン語学研修
⃝TOEIC 受験
⃝海外トレイニー制度
⃝経営人材の育成
⃝化学系資格取得支援

❷コーチング・プログラム

重点施策 ❶
事業拡大と
体質強化

重点施策 ❷
グローバル化の

推進

重点施策 ❸
新たな

価値の創造

方針 3
職場環境
の整備

❶ワークライフバランスの充実
⃝人事制度委員会
⃝離職防止対策
⃝エンゲージメントスコア導入

❷健康経営の推進
⃝コラボヘルスの推進
⃝ストレスチェック、ハラスメント研修

❸労働安全衛生の推進
⃝安全衛生委員会
⃝リスクアセスメント
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